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川崎医療福祉学会会則
　
（名称及び目的）
第１条 本会は， 川崎医療福祉学会と称し， 医療福祉に関する学術の向上発展を推進し， 会員相互間の緊密な
学問的交流ならびに医療福祉学の普及を図ることを目的とする，
（事 業）
第２条 前条の目的を達成するために， 次の諸事業を行う．
（１）定期的学術集会
（２）学術講演会
（３） 定期刊行物の編集出版
（４）学術出版
（５） 教育上の図書出版
（６） 医療福祉学普及のための講演会
（７） その他， 前条の目的達成に必要な事業
２ 定期刊行物の編集出版は川崎医療福祉学会誌編集委員会に委託する．
（会員及び会費）
第３条 本会は以下の要件をみたし， かつ， 川崎医療福祉学会運営委員会において承認されたものをもって構
成する．
（１） 川崎医療福祉大学の教員
（２） 川崎医療福祉大学大学院生のうち， 加入を希望するもの
（３） 川崎医療福祉大学および大学院の卒業生のうち， 加入を希望するもの
（４） 川崎学園， 川崎病院， 川崎リハビリテーション学院および旭川荘の教職員のうち， 加入を希望するもの
（５） その他， 川崎医療福祉大学教員２名の推薦を受けたもの
第４条 会費は， 年間８，０００円とする， ただし， 学生の会費は， 年間４，０００円とする．
第５条 会員が会費を滞納したときは， 運営委員会の決議により投稿， 会誌の配布を受けるなど， 会員として
の特典を停止することができる．
（役 員）
第６条 本会に会長， 副会長， 運営委員若干名， 監事 （２名） および幹事をおく．
（１） 会長は川崎医療福祉大学学長をもってし， 会務を統轄する．
（２） 副会長は川崎医療福祉大学副学長をもってし， 会長を補佐する．
（３） 運営委員は川崎医療福祉大学の教員の中から会長が委嘱する．
（４） 監事および幹事は会員中より選出され， 運営委員とともに本会の業務遂行にあたる．
（５） 運営委員， 監事および幹事の選出方法は別に定める内規による，
（６） 監事は会務を監査する．
２ 役員の任期は２年をする． ただし， 再任は妨げない．
（購 読 会 員）
第７条 運営委員会において承認されたものは， 購読会員になることができる．
２ 購読会員は会誌の配布を受ける．
３ 購読会員の会費は年間９，０００円とする，
（総 会）
第８条 総会は， 毎会計年度１回以上開催するものとする．
２ 総会は， 会員の過半数の出席をもって成立する．
３ やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は，他の会員を代理人として表決を委任することができる．
代理人を指定しない場合は， 総会の議長を代理人とする．
４ 委任状提出者は， 総会の出席者とみなす．
５ 次の事項は， 出席した会員の過半数をもって決し， 可否同数のときは議長の決するところによる．
（１） 収支予算および収支決算
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（２）事業計画および事業報告
（３） 会則の改訂等重要事項
（会 計）
第９条 本会の運営は， 会員の会費， 学園からの補助金および寄付金などの収入をもってこれにあてる．
２ 本会の会計年度は， 毎年４月１日から翌年３月３１日までとする．
３ 納入された会費は返戻しない，
（事務の担当）
第１０条 本会の事務は， 事務部において担当する．
附 則
この会則は， 平成３年１０月１日から施行する．
附 則
この会則は， 平成６年６月８日から施行する．
附 則
この会則は， 平成８年６月５日から施行する．
附 則
この会則は， 平成９年４月１日から施行する．
附 則
この会則は， 平成１１年４月１日から施行する．
